
大学を囲む、宗像の海・山・空をイメージし、水と空が一続きに
なって一様に青々としていることを表す四字熟語｢水天一碧｣から
名付けられました。｢碧｣は、同窓会｢遥碧会｣の字のひとつでもあ
り、本紙を通じて、学生･保護者･OG・OBの皆様と大学とが一続
きにつながって欲しいとの願いが込められています。

書：吉田 歩さん（2014年度 看護学部卒業生）
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日本赤十字九州国際看護大学のホームページでは、最新の発信を更新しています。

〔 https: //www. jrckicn .ac. jp / 〕 日本赤十字九州国際看護大学

公式 SNSをフォローして、
「日本赤十字九州国際看護大学」を知ろう！

https://www.youtube.com/
@jrckicn_youtube

大学公式Instagramです。
＠jrckyushu_college

本広報誌「一碧」は
Web版でも公開しています。

公式 SNS のご紹介

YouTube Instagram 一碧

本学では、個人・法人の方からのご寄付を募集しています。
寄付金には、一定の税制上の優遇措置が受けられます。

詳しくは、本学ホームページでご確認をお願いいたします。

寄付のお願い
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スイスとインドネシアの学生と交流しました！
赤十字活動Ⅱ

国際シンポジウム・フォーラムを実施‼

特集



　十 　活　 Ⅱ　十 　活　 Ⅱ赤　 字　 動赤　字　 動

　
赤
十
字
活
動
Ⅱ
で
は「
災
害
時
に
お
け
る

赤
十
字
の
意
義
と
役
割
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ス
イ
ス
の
ラ
・
ソ
ー
ス
大
学
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
の
学
生
と
共
に
３
週

間
学
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
１
週
目
は
学
内
で
、災
害
に
関
す
る
講
義

や
一
次
救
命
処
置
の
演
習
、災
害
時
要
配
慮

者
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で
は
、災
害
が
も
た

ら
す
人
道
危
機
や
健
康
障
害
に
つ
い
て
学

び
、急
性
期
か
ら
静
穏
期
・
準
備
期
に
お
け

る
赤
十
字
の
取
り
組
み
や
各
国
の
災
害
対

策
、災
害
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
比
較
し
、

ど
の
よ
う
な
行
動
が
必
要
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。　

　
２
週
目
は
、福
岡
赤
十
字
病
院
や
福
岡
市

民
防
災
セ
ン
タ
ー
、大
島
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。福
岡
赤
十
字
病
院
で
は
、ま
ず
、病
院

の
概
要
、看
護
部
の
理
念
や
活
動
、今
年
１

月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
救
護
活

動
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
の
国
際
救
援
活

動
の
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。次
に
災
害
時

の
対
応
の
実
態
を
知
る
た
め
に
産
婦
人
科

病
棟
を
訪
問
し
、母
子
と
も
に
安
全
に
避
難

で
き
る
た
め
の
方
法
、患
者
さ
ん
へ
の
説
明

や
職
員
の
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、震
度
７

の
揺
れ
や
火
災
発
生
時
の
避
難
行
動
を
体

験
す
る
こ
と
で
平
常
時
か
ら
災
害
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
、災
害
に
備
え
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
で
き
ま
し
た
。 

大
島
で
は
共
助
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
ま

し
た
。研
修
１
日
目
は
地
区
ご
と
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
使
用
し
て
危
険
エ
リ
ア
や
高
齢

者
宅
や
住
民
数
を
把
握
し
た
の
ち
、実
際
に

歩
い
て
危
険
箇
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。研
修
２
日
目
は
、地
域
の
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、防
災

リ
ュ
ッ
ク
の
作
成
や
防
災
か
る
た
を
用
い
て

災
害
時
の
避
難
行
動
や
普
段
の
災
害
の
備

え
に
つ
い
て
楽
し
く
研
修
を
行
い
ま
し
た
。２

日
間
の
研
修
を
通
し
て
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
週
目
は
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
ま
と

め
、「
私
た
ち
が
災
害
静
穏
期
・
準
備
期
に
で

き
る
こ
と
は
な
に
か
」に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。発
表
を
通
し
て
、国
に
よ
っ
て
災
害
の
種

類
は
異
な
る
も
の
の
、赤
十
字
が
果
た
す
使

命
や
役
割
は
世
界
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
、

看
護
職
を
目
指
す
者
と
し
て
、被
災
者
の
命

や
健
康
を
守
る
こ
と
や
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
、災
害
に
つ
い
て
学
び
続
け
、そ

の
学
び
を
身
近
な
人
や
地
域
住
民
に
還
元

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
か
ら
２
名
、

ラ
・
ソ
ー
ス
大
学
か
ら
３
名
の
学
生
た
ち
が
！

第
６
代
学
長
就
任

        

池
松 

裕
子 

学
長

名
古
屋
と
比
べ
る
と
自
然
が
豊
か
で

食
べ
物
も
お
い
し
く
、
な
ん
と
い
っ
て

も
車
の
運
転
が
し
や
す
い
の
で
、ア
メ

リ
カ
に
い
た
と
き
の
よ
う
に
自
分
で
運

転
し
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
赤
十
字
は
日
本
の
看
護
を
創
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。赤
十
字
の
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
も
、
赤
十
字
の
病
院
で

働
い
た
こ
と
も
な
い
わ
た
し
の
よ
う
な

も
の
に
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、赤
十
字
の
看
護
が
染
み
つ
い
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
伝

統
あ
る
赤
十
字
の
一
員
に
な
れ
た
こ

と
は
こ
こ
ろ
か
ら
栄
誉
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
本
学
は
全
国
に
あ
る
赤
十
字
看
護

大
学
の
中
で
唯
一「
国
際
」と
い
う
名

前
が
つ
い
た
大
学
で
す
。６
月
に
は
、ハ

ワ
イ
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
交
え
た
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、ハ
ワ
イ
で

購
入
し
た
チ
ュ
ニ
ッ
ク
と
ネ
ッ
ク
レ
ス

で
ご
挨
拶
を
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を

学
生
さ
ん
に
体
験
し
て
も
ら
い
、世
界

平
和
に
貢
献
す
る
人
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。わ
た
し
も

微
力
な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。卒
業
生
の
皆

様
に
も
、ど
う
ぞ
ご
指
導
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
員
養
成
課
程
に
進
学
し
、そ
の
後
看
護
学
校

の
教
員
を
し
な
が
ら
留
学
準
備
を
し
て
、ア
メ
リ

カ
の
大
学
院
で
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
を
学
び

ま
し
た
。留
学
当
初
は
専
門
看
護
師
の
よ
う
な

臨
床
能
力
の
修
得
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
に
、看
護
独
自
の
知
識
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、そ
の
知
識
は
看
護
師
自
ら
創
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、博
士
課
程

に
進
学
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
念
願
の
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
の
授
業
を
し
な
が
ら
月
日

を
重
ね
、こ
う
し
て
九
州
の
地
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
宗
像
市
は
、３
月
ま
で
20
年
間
住
ん
で
い
た

新
学
長
就
任
挨
拶

　
2
0
2
4
年
４
月
に
本
学
第
６
代

学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
池
松
裕
子

（
い
け
ま
つ
ゆ
う
こ
）と
申
し
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
わ
た
し
は
熊
本
市
で
生
ま
れ
、
看

護
学
校
卒
業
ま
で
熊
本
で
過
ご
し
ま

し
た
。そ
の
後
、神
戸
市
の
病
院
に
就

職
し
、
主
に
I
C
U
で
勤
務
し
ま
し

た
。I
C
U
で
の
勤
務
は
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、学
生
時
代

に
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、独
学
で
の
勉
強
は
と
て
も
大
変
で

し
た
。
そ
の
当
時
で
す
ら
、
す
で
に

I
C
U
は
全
国
に
普
及
し
て
い
ま
し

た
の
で
、も
う
少
し
学
校
で
教
え
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
I
C
U

に
お
け
る
看
護
、す
な
わ
ち
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ケ
ア
看
護
を
教
え
よ
う
と
思
い

立
ち
ま
し
た
。そ
こ
で
、ま
ず
は
教
育

の
勉
強
の
た
め
に
横
浜
に
あ
る
看
護

スイスのラ・ソース大学と
インドネシアのアイルランガ大学の

学生と共に学修しました!!

交流会の様子交流会の様子

福岡赤十字病院での研修福岡赤十字病院での研修

全員で討論しているときの様子全員で討論しているときの様子

福岡市民防災センターで
消火器を初体験

福岡市民防災センターで
消火器を初体験

学内での一次救命処置の様子学内での一次救命処置の様子

大島でハザードマップの確認大島でハザードマップの確認

21 ひとりを看る目、その目を世界へ。



GRADUATE SCHOOL

　上田米蔵翁は、
1958（昭和33）年、本
学の前身である福岡
赤十字高等看護学院
（後の福岡赤十字看
護専門学校）の創設
時に多額のご芳志を
ご寄贈くださいました。
　1968（昭和43）年には上田奨学金制度が発足し、
福岡の赤十字看護師養成にご貢献いただきました。
現在では、本学大学院生を対象に、奨学金が貸与さ
れています。本学では毎年、米蔵翁のご偉功に敬意を
表し、献花式を行っています。今年は7月8日、米藏翁
のご令孫である上田奨学会理事長上田康藏氏と同
会常任理事を務める本学の池松裕子学長が献花を
行いました。
　献花式後の理事会では、奨学生である博士課程と
修士課程の大学院生2名が、Zoomを使って研究の
進捗を報告しました。上田理事長より、奨学生へ研究
活動に向けて激励のお言葉をいただきました。

上田奨学会献花式・
奨学金貸与式を行いました

＃02

大学院修士課程
助産コース１年生の講義風景

＃03

　有意義な大学院生活を実現するため大学院生同
志と教職員のつながりを促進し、モティベーションを高
めることを目的に8月2日大学院生交流会を実施しま
した。参加者は大学院生14名（1年生8名、2年生6
名）、教職員11名の合計25名でした。姫野研究科長
からスタートし、順次、大学院生・教職員が、ユニーク
な自己紹介を行い、お互いのことを知りました。その後
は質疑応答の時間でした。最後に教員からの“目指す
看護職者像”の質問があり、大学院生がそれぞれ語
り、皆についてより理解を深めることができました。

８月２日院生交流会

＃04

　今回の研究計画（課題研究）発表会は２年生の
CNSコース・助産コースの学生達が対象でした。
　発表後は、教員・学生からの質問や研究活動に関
するアドバイスが多く、今後の学位論文作成に役立て
ていく発表会になりました。また、CNSに関心のある
学部生、助産コースへの進学を考えている学部生も
参加し、大学院でも学びを知る貴重な経験になった
ようです。

研究計画（課題研究）発表会

＃01

触診中です。
胎児の頭は
どこに

あるかな？
赤ちゃんは
元気に

育っているかな？

　７月の看護過程の展開実習では、初めて自分で対象者さんを受け持
ち、看護を実践しました。
　私は、この実習を通して2つのことを学びました。
　1つ目は仲間の大切さです。私たちは看護過程を今まで3ヶ月かけて学んできました。それを臨地実習
期間中の約5日間でまとめる必要がありました。それを1人で進めていくことは大きな壁でした。しか
し、同じ実習のメンバーと相談し合ったり悩み合ったりして進めることでより理解が深まり、仲間との
関係性も良くなりました。今まであまり関わりのないメンバーもいましたが、今回の実習を通して仲良
くなれました。
　2つ目は看護学生として何ができるかを考えるきっかけになったことです。今回、看護過程を実践して
みて感じたことは、やりたい援助はたくさんあるけど学生としてできることは何かを考える重要性で
す。例えば、環境整備ひとつでも、看護学生としてできることはたくさんあります。実際に、患者さん
を受け持つからこそ、ご本人の悩みや困っていることを知ることができました。それらをどうアセスメ
ントして、看護計画に表現していくのか、そこが大切なポイントなのではないかなと思います。
　そして、今回の実習は、一言で言えばとても楽しかったです。臨床の看護師さんに、たくさんのこと
を教えていただいて、たくさんのことに疑問を持ち調べることで自分の理解がより深まりました。実習
は看護についての疑問に対して実践・議論できるいい機会だと思います。自分のやりたいことに全力を
そそぐことができた約3週間でした！

　今年は在留外国人に焦点を当てた国内研修に参加しま
した。
　「外国人親子の生活の実態を知る」をテーマに、8月5日
から8月10日、群馬県大泉町で研修を行いました。大泉町は
群馬県の東南に位置し、群馬県内で最も小さな町です。大
泉町は人口の約2割が外国人で、そのうち7割がブラジルな
どの南米系です。近年では、アジア系外国人も増えてお
り、約50カ国以上の人たちが住むインターナショナルタウ
ンへと変化している町です。南米系外国人が多い背景とし
て、1908年に日本人が移民としてブラジルに渡り、その子
にあたる日系ブラジル人が1990年に改正された入管法によって出稼ぎ労働者として来日し、定住してい
ます。大泉町には工場が多く、正社員ではなく派遣社員として働いている人が多くいます。
　私たちは、大泉町保健福祉総合センター、伊藤産婦人科、坂田保育園、西児童館、多文化コミュニティー
センター、わくわく広場スタディスポットの6箇所を訪問しました。各所での説明や見学を通して、活動の
実態、外国人親子の生活の実態を知ることができました。各所では、言葉の壁が大きな課題であり、それぞ
れの場で通訳や携帯アプリを活用しながら外国人親子に関わっていることが分かりました。また、保健福祉
総合センターでは、検診や健康体操、あそびの教室などが行われており、予防や早期発見に関するアプロー

チの有効性を再認識するとともに、国籍を問
わず様々な人が共生するためには、生活にお
ける困難や不安、苦痛を取り除き、相互理解
を深めることが大切であると実感しました。
　今回の研修での学びをふまえ、対象者の意
向や生活背景など様々な側面から全体像を理
解し、常に相手のことを知ることに努め、看
護を提供できるよう努力したいと思います。

大学院

　今年度は、４名の学生が大学院修士課程助産コー 
スに入学しました。入学して３カ月経ち、演習も本格的 
になってきました。今回は、助産コース１年生の講義を
少し紹介します。 
　講義で妊婦モデルを使用して胎児の位置を確認す
る触診や超音波ドップラー診断装置で胎児心音を確
認する聴診の方法を学びました。その後、病院を訪問
し、実際の妊婦さんの腹部の診察や超音波検査を
行ったりしました。
大賀陽菜さん　みんなでスクラブを着て演習するの
は、この日が初めてでした。より専門的な技術を実施す
ることができ、充実していました。
宮﨑今日夏さん　学部の時と比べてより専門的な知
識や技術が必要ですが、少人数での演習により、じっ
くりと時間をかけて深く学ぶことができました。

　今年度は、４名の学生が大学院修士課程助産コー 
スに入学しました。入学して３カ月経ち、演習も本格的 
になってきました。今回は、助産コース１年生の講義を
少し紹介します。 
　講義で妊婦モデルを使用して胎児の位置を確認す
る触診や超音波ドップラー診断装置で胎児心音を確
認する聴診の方法を学びました。その後、病院を訪問
し、実際の妊婦さんの腹部の診察や超音波検査を
行ったりしました。
大賀陽菜さん　みんなでスクラブを着て演習するの
は、この日が初めてでした。より専門的な技術を実施す
ることができ、充実していました。
宮﨑今日夏さん　学部の時と比べてより専門的な知
識や技術が必要ですが、少人数での演習により、じっ
くりと時間をかけて深く学ぶことができました。

学部 ／ Undergraduate

学部２年

学部3年

看護過程の展開実習

国際保健・看護Ⅱ
2年  長友 愛歩

3年　入江 桃子、佐藤 羽美、山口 紅梨

GARAPA
（外国人向けの
町のお知らせ）
などの説明を
受けました

43 ひとりを看る目、その目を世界へ。



The 22nd International Symp
osium and the 13th Forum w

ere held!

　6月28日に、「地域における災害への備え」を
テーマに第22回国際シンポジウム・第13回国際
フォーラムを開催しました。
　3年ぶりの開催となったシンポジウムでは、学
生グループが宗像市の「大学生の力によるまちの
課題解決プロジェクト」として、地島で行ってき
た3年間の活動について発表しました。
　フォーラムでは、ハワイ大学から2名の先生をお
招きし、ハワイ州における地域の防災活動や災害
看護教育についてご講演いただきました。

中央左から牧先生・岡田先生・Gary 先生・池松学長
緒方先生・地島チーム・ボランティア学生

ゆいまーるのわによる
エイサー披露

ミライの
ために

できること

発表者の皆さん

　これまで３年間の活動内容や成果を全て英語で発表し、昨年度の防災教
室でも実施した、防災リュックの詰め方や紐の長さを変えることで背負いやす
くなるということを、会場の学生に体験してもらいました。また、会場入口付
近に、備蓄食や様々な防災グッズを英語の紹介文を添えて展示しました。
　会場内はもちろん、学園５大学にもオンラインで配信され、地島グループ
の活動をより多くの方に知っていただけました。発表した学生自身も、発表
準備をする中で、これまでの活動での成果や課題点を改めて振り返る貴重
な機会になりました。
　そして、今回ゲストとしてお越しいただいた Dr. Glauberman，Dr. 
Okada が地島チームのアドバイザーに就任していただけることになりました。

国際シンポジウム - International Symposiumシンポジウム発表中の様子

国際フォーラム - International Forum 
　ハワイ大学の Gary Glauberman 先生と岡田先生より、昨年起
きたマウイ島の山火事と、ハワイ州での防災活動についてご講演
頂きました。先住民や移民も暮らす文化的多様性の高いハワイにおいて、災害時
にどのようなことが障壁になるのか、災害対策に看護はどのような役割を担うことがで
きるのか語られました。看護の状況をアセスメントして言語化する力は、災害対策においても、コミュ
ニティでの研究や地域の様々な背景を持つ集団に合わせた対応、活動のリーダーとして生かせる強
みです。その地域が価値をおくものに目を向け、地域住民と時間をかけて関係性を築き、「災害に
対する文化をどう作っていくか」を考えて実践していくことはとても重要な看護の役割であるとの話
は、看護師を目指す学生として印象に残りました。
　防災活動は、地域住民の連携と協力により成り立っています。住民一人ひとりが防災意識を高め、
互いに支え合い、災害時の被害を最小限に抑えられるように、看護の強みを生かして看護師として
できることを考え取り組んでいくことが大切であることを学べました。

フ
ォ
ー
ラ
ム
ご
講
演
中
の
様
子

花
束
贈
呈

Gary 先生 岡田先生

国際フォーラム
Gary Glauberman 先生
（ハワイ大学マノア校 看護学部 准教授）

岡田 悠偉人 先生
（ハワイ大学がんセンター 疫学専門家）

国際シンポジウム
大学生の力によるまちの課題解決プロジェクト
「それゆけ！！日赤生 in 地島 」代表メンバー
３年：吉海直貴・赤木麻央・髙橋朋花
２年：井上弥希・井口美紀・清水理紗・中尾彩花・松本涼花

65 ひとりを看る目、その目を世界へ。



災害・国際看護学

森山 ますみ先生

　
国
際
看
護
学
領
域
の
教
育
・
研
究
・
実

践
が
専
門
で
す
。国
際
看
護
を「
世
界
の
全

て
の
人
々
が
健
康
な
生
活
を
享
受
す
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
理
解
と
文
化
能

力
・
文
化
的
謙
虚
さ
を
以
て
、様
々
な
国
や

地
域
で
暮
ら
す
人
々
に
対
し
て
、そ
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
文
化
を
考
慮
し
て
行
う

看
護
を
推
進
す
る
学
問
体
系
」と
捉
え
て

い
ま
す
。そ
の
こ
と
を
基
盤
に
学
生
の
皆
さ

ん
へ
の
教
育
、開
発
途
上
国
看
護
職
の
人

材
育
成
、日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、人
生
に
お
い
て
も
、看
護
職

者
と
し
て
働
く
う
え
で
も
、「
知
性
」を
磨

く
こ
と
が
、と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
知
性
」と
は「
答
え
の
無
い
問
い
」に
対

し
て
、そ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
能
力
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。看
護
の
現
場
で
は
そ
の

場
・
時
・
人
・
状
況
に
応
じ
て
、そ
の
答
え
の

な
い
課
題
の
解
決
を
探
求
し
看
護
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
能

力
の
基
盤
に「
知
性
」が
と
て
も
大
切
な
の

で
す
。大
学
時
代
に「
知
性
」を
磨
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
看
護
師
に
な
る
き
っ
か
け
は
、「
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」の
伝
記
で
す
。彼

女
は
様
々
な
偏
見
に
も
め
げ
ず
に
看
護
を

森山先生の略歴

ヘルスプロモーション

山田 桜子先生

　
こ
れ
か
ら
探
求
し
て
い
き
た
い
分
野
と

し
て
は
、行
動
経
済
学(

ナ
ッ
ジ
理
論)

の
健

康
教
育
へ
の
応
用
で
す
。ナ
ッ
ジ
理
論
は
、

行
動
経
済
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・セ
イ
ラ
ー
教

授
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
す
。ナ
ッ

ジ
は
、英
語
で「
そ
っ
と
後
押
し
す
る
」と
い

う
意
味
で
、非
合
理
的
な
人
間
の
行
動
や

意
思
決
定
の
特
性
に
着
目
し
、選
択
の
自

由
を
保
障
し
た
上
で
、望
ま
し
い
行
動
を

科
学
的
に
後
押
し
し
、導
く
こ
と
を
指
し

ま
す
。元
気
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
、よ
り
良
い
健
康
づ
く
り
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
大
学
の
印
象
と
し
て
は
、山
や
森
な
ど

た
く
さ
ん
の
緑
に
囲
ま
れ
、広
く
て
大
き
い

　
看
護
職
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、高

校
在
学
中
の
保
健
委
員
会
で
の
活
動
で

す
。健
康
増
進
に
向
け
た
広
報
誌
を
作
成

し
た
り
、体
育
祭
や
文
化
祭
で
救
護
係
を

し
た
り
、こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、健
康
を
支

え
る
仕
事
と
し
て
看
護
職
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。恥
ず
か
し
な
が
ら
、そ

の
時
に
は
、保
健
師
と
い
う
仕
事
を
全
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、４
年
次
の
実
習
を

通
し
て
、健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
予

防
活
動
を
行
う
保
健
師
に
魅
力
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
は
、少
し
で
も
そ

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、学

生
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 山田先生の略歴

令和６年度に着任した教員のうち、
       2名の教員をご紹介します！

先
生
の
ご
専
門
分
野
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
！

Q

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？

Q

先
生
の
専
門
分
野
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
！

Q
本
学
へ
来
ら
れ
て
、

大
学
・
学
生
の
印
象
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Q

教
員
、
ま
た
は
看
護
職
を

目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

何
で
し
ょ
う
か
？

Q

Q
教
員
、
ま
た
は
看
護
職
を

目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

何
で
し
ょ
う
か
？

提
供
し
天
使
と
呼
ば
れ
、病
院
や
公
衆
衛

生
の
あ
り
よ
う
を
変
革
す
る
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。エ
ク
ア
ド
ル
で
青
年

海
外
協
力
隊
の
看
護
教
員
と
し
て
の
経
験

を
積
む
中
で
、「
国
際
協
力
」と「
教
育
」は

相
手
だ
け
で
な
く
自
分
も
成
長
し
、そ
の

こ
と
を
共
に
喜
び
合
え
る
、魅
力
あ
る
仕

事
と
学
び
ま
し
た
。そ
の
双
方
が
叶
え
ら

れ
る
教
員
を
目
指
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
吹
き
抜
け
る
風
が
と
て
も
気
持
ち

よ
い
で
す
。自
然
が
好
き
な
の
で
、リ
ラ
ッ
ク

ス
出
来
る
空
間
で
す
。学
生
さ
ん
の
印
象
と

し
て
は
、大
学
内
で
す
れ
違
う
時
に
、「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
こ
ん
に
ち
は
」と
ニ

コ
ッ
と
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
表
情
が

印
象
的
で
あ
り
、素
敵
だ
な
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

大分県日田市出身。京都第二赤十字病
院、大分県済生会日田病院、訪問看護ス
テーションで看護師として実践を積む。青
年海外協力隊、JICA専門家、JICA本邦研
修コーディネーターとして国際協力活動に
従事。国際看護活動の実践力を高めるた
めに聖路加国際大学大学院(2005～
2012)で学び博士号を取得。2009年、日
本赤十字九州国際看護大学に入職し7年
間勤務後、他の大学に移り経験を重ねて
2024年再び本学に入職。

大学院で保健看護学修士号
を取得した後、9年間、行政、
病院、労働衛生機関で保健
師として勤務。大学教員として
1年目となります。

　2024年６月１日（土）に開催された福岡県立宗像高校文
化祭に、ブースを出店しました。看護を知っていただくため
に、MR・VRを使用し人体の構造を立体的に見ることや、ドク
ターヘリの中を360度見る体験を行いました。学生が作成し
た「認知症捜してメール」登録のチラシも配布し、地域の皆さ
んに看護学生が大学で学んでいることを知ってもらう機会
になりました。
　当日は、宗像高校の卒業生を中心に、学生７名と教職員
で対応しました。小さい子どもから高校生、地域住民の方々
がブースに訪れてくれて、行列ができるほどでした。MR・VR
を初めて体験する方が多く、目を輝かせて楽しむ姿やハート
ラちゃんと笑顔で写真を撮ったり、触れ合ったりする姿が見
られました。
　実際に看護大の授業で使用していることを伝えると日赤
看護大学に興味を示す方も多く嬉しく感じました。今日の体
験をきっかけに、看護を目指す方、関心を持つ方が増えてく
れることを楽しみにしています。

MRゴーグルを体験中
人体模型が見えています

　例年、参加協力をしている、宗像市主催の「むなかた子ども大学メインキャンパス」に先立ち、今
年度は「特設講座」を、８月８日に開催しました。宗像市内に住んでいる小学1～3年生38名にご
参加頂き、対象となる小学生、その保護者とご兄弟も合わせ総勢約80名の方が来学しました。
　「保護者の力を借りず、little看護師として、赤ちゃんのお世話を体験してみること。いのちの大
切さを学ぶこと」を目標に、聴診器体験とオムツ交換を学びました。講座終了後には、「赤ちゃんの
いろいろなことをしらべられて楽しかった」「しんぞうの音がよくわかった」という感想がありました。

ハートラちゃんと
学生ボランティアが大活躍

宗像高校の文化祭に参加しました！

心臓の音、聞こえる？

グループで
仲良くなりました ! オムツ交換って難しい !

“これでみんなもlittle看護師”を、今年は８月に開催！

87 ひとりを看る目、その目を世界へ。



学
生
選
書
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
予
選
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
2
0
2
4
年
５
月
２
日（
木
）、J
R
博
多
シ
テ
ィ

８
階
の
M
A
R
U
Z
E
N
で
学
生
選
書
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。今
回
は
、直
前
の
募
集
で
し
た
が
、３
・

４
年
生
の
２
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
事
前
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
本
の
棚
に

向
か
っ
た
り
、歩
き
な
が
ら
目
に
つ
い
た
本
を
手
に
取

り
そ
の
ま
ま
じ
っ
く
り
読
ん
だ
り
、書
店
な
ら
で
は
の

本
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。１
時

間
半
じ
っ
く
り
と
、た
く
さ
ん
の
本
を
選
書
し
、最
後

に
そ
れ
ぞ
れ
の
一
推
し
の
本
を
数
点
選
び
ま
し
た
。

　
次
回
は
秋
に
開
催
予
定
で
す
！
み
な
さ
ん
も
学
生

選
書
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
⁉
み
な
さ
ん

の
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
一
冊
に
出
会
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
！

　
第
15
回
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
へ
の
出
場
を

目
指
し
、７
月
25
日
、26
日
、本
学
で
１
回
戦
、２
回

戦
の
予
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。２
戦
と
も
学
部
１

年
生
３
名
ず
つ
が
、緊
張
し
な
が
ら
も
、本
の
魅
力
を

し
っ
か
り
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
会
の
後
に
は
、聴
衆
参
加
者
と
し
て
本
学
へ
来
て

く
だ
さ
っ
た
他
大
学
の
司
書
、学
生
さ
ん
と
発
表
学

生
た
ち
と
の
交
流
も
あ
り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
そ

う
に
話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
第
３
回
戦
、決
勝
戦
は
後
期（
10
月
頃
）を
予
定
し

て
い
ま
す
。観
覧
は
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。ぜ
ひ
本

学
へ
学
生
の
発
表
を
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
！（
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
）

Q看護師を選んだ理由は？
医療従事者に小さい頃から憧れを抱
いていて、その中でも患者の気持ちに
寄り添う役目を果たす看護師が自分に
合っているのではないかと考えたから。

Q今後の目標・将来の目標
看護師・保健師・養護教諭の資格を
取得し、様々な視点から発展途上国
の人々に医療支援をすること。

Q大学のここが好き
単科大学であるからこそ先生や先輩、友
達との距離が近くなること。大学が提供し
てくださるボランティア活動もあり、様 な々
人との関わりができたり沢山の情報を得る
ことができたりすることも魅力の一つです！

01 Interview with new students in 2024
今回は、新たな一歩を踏み出した

新入生の皆さんにインタビューを行いました！IPPEKI
2024

02 Circle introductionIPPEKI
2024

テニスコートが綺麗になりました‼
令和６年３月、苔や雑草が生えていたテニスコートを綺麗に修繕しました！
テニスを楽しみたい学生さんは、学務課窓口で予約してご利用ください。
（本学学生のみ利用可）。

A 
Q本学を選んだ理由は？
実際に海外の紛争地や災害地など
で活躍された先生方や先輩方の話
を聞くことができるのは魅力だと感じ
たからです。

A 

Q大学で興味を持って学んでいること
看護学のみならず、心理学や憲法、
哲学など様々なことを学ぶことができ
るのはとても楽しいです。

A 

Q本学を選んだ理由は？
国際交流や海外研修など国際的な
活動にも力を入れており、私が目指す
看護師になれると感じたから。

A 

Q今後の目標・将来の夢
在学中は、ボランティアに積極的に参
加したい。将来は、以前住んでいたパ
ラグアイなどの“医療が不足する地域”
で看護師や保健師として活動したい。

A 

Q大学のここが好き
全国各地出身の友達や先輩、様々な
活動をされてきた先生方と出会え、たく
さんの人と繋がることが出来るところ。

A 
Q今後の目標・将来の目標
まずは学生の間に、正しい知識を学び、そ
して将来的に患者さんそれぞれにあった
看護ができるよう努力していきたいです。

A 

A 

A 

沖縄の芸能を体感できるのが魅力の一つです。また、学内だ
けではなく、地域や海外の人とも交流しながら、4年間打ち込
むことができるのも魅力です。

A 
Qサークルの魅力

現在、宗像市や周辺の地域のお祭りや施設、本学のイベント
を中心に活動をしているので、1つでも多くのお祭りや施設に
出向いてゆいまーるの活動の輪がもっと広がるように活動し
ていきたいです。また、昨年度は本学での留学生やJICA研修
での交流会にも参加しました。そのため、海外の人とも交流す
る機会もあるので、エイサーやゆいまーるのわの活動が世界
中に広がるように活動していきます。

A 
Q今後の目標は？

赤十字の学生として「困っている人を救いたい」という気持ちを
持っている人は大勢いると思います。その気持ちをイベントを通
して思いを伝えたり、共有することができたのが嬉しかったです。

A 
Qサークル活動をしていて良かったこと

サークルメンバー、顧問の先生が一丸となって「こんなことしたい‼」と
いう気持ちをくみ取り、形にしていく力があります！その根底には、「苦
しんでいる人を救いたい」という気持ちがあるからだと思いますし、そ
の気持ちを多くの学生が抱いていることが魅力の1つだと思います。

A 
Qサークルの魅力

KDNSサークルは、有事の際や海外で活躍したい！と高い志を
持つ人が多いように思います。しかし、平時でも、そして国内で
困っている人や苦しみを抱えている人は大勢いると思うので
す。皆さんの近くにもおそらく…。まずは自分の身近から、そして
目の前で苦しんでいる人がいたら、手を差し伸べることのできる
人がたくさんいるサークルであってほしいと願っております。

A 
Q私たちのサークルについて

エイサーという沖縄の伝統芸能を踊る珍しいサークルです。
地域のお祭りや施設、学校で披露しています。

災害医療に興味のある学生が主体となり、各種訓練や募金活動、
県支部の方と一緒にイベントに参加しています。

沖縄伝統芸能エイサーサークル「ゆいまーるのわ」 ボランティアサークル「KDNSサークル」
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令和６年度の新入生へインタビュー。大学生活でやりたいことは？
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とても楽しい企画だからこそ、
もっと多くの学生に
参加してほしい。
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私たちのサークルでは、楽しみながら活動することを大切にし
ています。そのため、活動中は笑いの絶えない楽しいサークル
で、先輩・後輩関係なく仲の良いサークルです。

私たちのサークルでは、楽しみながら活動することを大切にし
ています。そのため、活動中は笑いの絶えない楽しいサークル
で、先輩・後輩関係なく仲の良いサークルです。

A 
Qサークルの雰囲気は？

メンバー数11名

pick
up

メンバー数63名

109 ひとりを看る目、その目を世界へ。



大学を囲む、宗像の海・山・空をイメージし、水と空が一続きに
なって一様に青々としていることを表す四字熟語｢水天一碧｣から
名付けられました。｢碧｣は、同窓会｢遥碧会｣の字のひとつでもあ
り、本紙を通じて、学生･保護者･OG・OBの皆様と大学とが一続
きにつながって欲しいとの願いが込められています。

書：吉田 歩さん（2014年度 看護学部卒業生）
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発行： 日本赤十字九州国際看護大学
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日本赤十字九州国際看護大学のホームページでは、最新の発信を更新しています。

〔 https: //www. jrckicn .ac. jp / 〕 日本赤十字九州国際看護大学

公式 SNSをフォローして、
「日本赤十字九州国際看護大学」を知ろう！

https://www.youtube.com/
@jrckicn_youtube

大学公式Instagramです。
＠jrckyushu_college

本広報誌「一碧」は
Web版でも公開しています。

公式 SNS のご紹介

YouTube Instagram 一碧

本学では、個人・法人の方からのご寄付を募集しています。
寄付金には、一定の税制上の優遇措置が受けられます。

詳しくは、本学ホームページでご確認をお願いいたします。

寄付のお願い
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スイスとインドネシアの学生と交流しました！
赤十字活動Ⅱ

国際シンポジウム・フォーラムを実施‼

特集


